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松戸市の取り組み松戸市の取り組み



松戸市で指定されてる大規模公園である「21世紀の森と広場」が生活関連施設

として特に一体的な移動円滑化を推進する必要があると考える。

市民と大学の協働活動市民と大学の協働活動



対象訳 Aグループ Bグループ

人数 １２名（出欠保留含む）１３人（出欠保留含む）

○山田　啓太 ○寺井　好

　今野　佑哉 　三橋　正典

　小林　雅美 　工藤　智也

　水田　喜之 　太田　真希誉

　大澤　崇 　藤平　涼子

　蓑輪　裕子 　瀧　　宏

　安藤　五郎 　藤井　千恵子

　大草　とく子 　久保田　衛男

　稲葉（＋ガイド）　大井（＋ガイド）

　島田 　浅野（＋ガイド）

　長田 　石原
　中島 　関
　飯野 　俵
　佐藤

日本大学

バリアフリー
まつど

市民会議

松戸市民

２１世紀の森と広場 ワークショップ２１世紀の森と広場 ワークショップ



21世紀の森と広場

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ハード ソフト

項目

聴覚障害を持っている人のために閉園を知らせる案内は必要

閉園時間を案内するライトがほしい

地盤沈下による段差を解消してほしい

地盤沈下があるため避難場所としての再調査が必要

その他

防災

地盤沈下があるため災害時の対策が必要

閉園時間を案内するライトがほしい

植物の名称表示はほしい

植物の名称表示を点字や音声案内でしてほしい

車いす利用者も小川等の自然を楽しめるような工夫がほしい

災害避難場所として備蓄品は確保されているのか

地形

案内

災害時の自動扉の対策がほしい

停電の際のエレベーター対策をしてほしい

意見

参加者の意見集約参加者の意見集約



摘出された問題点

・園路舗装や土地の形質に対する問題点等基準内での対応が困難である。

・防災機能の向上が必要である。

・管理・運用を市民や学生がサポー
ト

・行政と市民・学生のパートナーシッ
プを図る

まとめと提案まとめと提案



ご清聴、有難うございました
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